
平成２５年９月１８日（水） 第１１３６号 

田老第一・第三小学校の児童が 
三陸沿岸道路 「田老第６トンネル」の 

工事現場を見学しました 
 宮古市田老地内に建設中の「田老第６トンネル」は、三陸沿岸道路の平成２３年度新規
事業化区間で初めて工事着手したトンネルです。 
 平成２５年７月２３日に掘削を開始し、９月１１日現在、全長２９４ｍのうち８６ｍま
で掘進しています。 
 掘削が軌道に乗ったことから、平成２５年９月１１日（水）に、地元の田老第一小学校、
田老第三小学校の児童１１３名（１年生～４年生）を迎え現場見学会を開催しました。 

位置図 田老第６トンネル 
Ｌ＝２９４ｍ 

 三陸沿岸道路「宮古中央～田老」間は、宮古市松山から宮古市田老を結ぶ、約２１ｋ
ｍの自動車専用道路です。 
 現道の線形不良区間、津波浸水区間を回避し、走行性が向上するとともに、所要時間
の短縮により救援物資の輸送拠点となる久慈港と宮古市間のアクセス性向上、救急医療
施設への速達性向上等の効果が期待されます。 

 ひとくちメモ・・・三陸沿岸道路  「宮古中央～田老」 



▲田老第６トンネルの北側坑口。 
ここから掘り始めました。 

現場見学会の様子 

▲トンネルの役割やつくりかたを説明。 
しっかり学んでね！ 

▲このブームヘッダーという機械でトン
ネルを掘っています。大きいなあ！ 
 

▲トンネルが崩れないようコンクリート
を吹き付けて固めます。 

▲本物の工事機械に実際に触れてみま
しょう。 

▲みんなで記念写真撮影。 
 来てくれてありがとう！また来てね！ 

トンネルを掘りながら、トン
ネルが崩れないよう鉄のわ
くや吹きつけコンクリートで
地山を支え、最後にコンク
リートで固めてトンネルをつ
くります。 
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